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和服需要の減退から,絹の内需は減少傾向にある

(間,1986)。 このような状況を打開するため,洋装

分野へ積極的に進出する機運が高まっている。その

ためには,新素材の開発が急務であり,原料繭によ

る差別化,生糸加工による差別化,繰糸技術による

差別化および化学加工による改質などが試みられて

いる。繰糸技術による差別化には例えば,合成繊維

との複合が挙げられる。

このような情勢から,絹 と合成繊維の混紡や複合

が今後盛んになると推定されるが, コスト低減,省
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Dycing of silk 、vith reactive disperse dyes

The dyeing behavior (exhaustion and flXation)Of reactive disperse dyes of three

types for silk was cxamined  Reactive disperse dyes used were a sulfatoethylsulfonyl

dye(Dye A), monOCh10rotriazinyl dye(Dye B)and diChlorotriazinyl dye(Dye C)
Dye A exhibited the maximum exhaustion and the maximum ■xation at about pH 8.

The dyeing rate was faster with the temperature  IIl general the flxation of Dye A

for silk 、vas higher than that of two other dyes.  Dye B exhibited the maximum

exhaustion at about pH 6, the fxation was generally low.  Both the exhaustion and

the ■xation of Dye C for silk were low  From the aboved results, it was concluded

that Dye A of the sulfatoethylsulfonyl type vヽas most suitable for the reactive

disperse dyeing of silk.
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3つのタイプの反応分散染料の絹に対する染着挙動 (吸尽および固着)を調べた。用いた反

応分散染料はスルファトエチルスルホン型染料 (A染料),モ ノクロルトリアジン型染料 (B

染料)お よびジクロルトリアジン型染料 (C染料)である。A染料は約 pH 8で最大吸尽およ

び最大固着を示した。染色速度は温度の上昇と共に早くなった。一般に,A染料の絹に対する

固着は他の 2つの染料のそれより高かった。B染料は約 pH6で最大吸尽を示し,固着は一般

に低かった。C染料は吸尽も固着も低かった。以上の結果から,ス ルファトエチルスルホン型

のA染料が絹の反応分散染色には最も適当であると結論される。

エネルギーの立場から, これらの基質の染色は同種

染料で, 1段階で行われることが望ましい。合成繊

維の染色においてよく用いられる分散染料は通常,

絹の染色に使用されることはない。しかしながら,

混紡品としての絹の染色に用いられるようになるこ

とが予想される (lle/化 学繊維の複合素材 の染色に

おいて,淡色染めには実際に分散染料がよく用いら

れている)。 ところが, 分散染料には一般に洗濯堅

牢度が低いという欠点がある。一九 反応染料は逆

に洗潅堅年度が大きいことをその特徴としている。
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道明ら:反応分散染料よる絹の染色

そこで,反応分散染料で絹を染色すればよいのでは

ないかと考え, タイプの異なる3種の反応分散染料

の絹に対する吸尽並びに固着挙動を調べた。

材 料 と 方 法

1)絹試料

絹布はカネボウ製平織白布 (14日 付羽二重)を非

イオン界面活性剤ノイゲンHC(lg/1)で洗浄し,

水洗後,絶乾して用いた。

2)染料

用いた反応分散染料はスルファトエチルスルホン

型 (染料A), モノクロル トリアジン型 (染料B)

およびジクロルトリアジン型 (染料C)である。こ

れらの染料の化学構造と分子量を Table lに示し

た。染料Aは住友化学籟 から供与されたものを用

いた。染料Bは 文献 (InOue′ ′α′.,1981)の 方法

に従って合成した。染料Cは次項に示す方法で合成

したものを用いた。

3)ジ クロルトリアジン染料Cの合成法

塩化シアヌル 3.75 mmolを三角フラスコに入れ,

アセトン 300 mlに溶解し,0° Cに冷却する。その

中に 4-ニ トロー4′―アミノアゾベンゼン 3.72 mmol

をゆっくり加えて10分間攪拌する。次に,炭酸水素

ナトリウム水溶液 (濃度 :100g/1)30 mlを ゆらく

り加える。この溶液を 0° C～ 5° Cで30分間攪拌した

後,反応物を冷却水に注ぎ,生 じた沈澱を吸引ろ過

する。沈澱を冷水でよく洗浄してから,減圧乾燥し

た。

4)染色

染料に 2 mlの アセ トンを加え,湿潤～溶解し,

緩衝溶液 〔pHの調整に用いた電解質の種類は既報

Table l.  Reactive disperse dyes used

(Dohmyo′ια′,198め に同じ。〕を加えて,全量

を 200 mlと して染色ビンに入れる。一定温度に達

してから絹布 0.2gを投入して染色した。所定の時

間染色後,染色布を取 り出し,未反応染料を除くた

めメタノールで抽出処理した。メタノール処理後の

染色布を塩化カルシウム/水/エ タノール (1/8/2,そ

ル )混合溶液中に入れ,加熱溶解し,冷却後定容

してから比色し,固着染料量を求めた。吸尽染料量

はメタノール抽出液の比色により求めた染料量 (絹

に吸着したが,反応してない染料量)を固着染料量

に加えて求めた。

結 果 と 考 察

1・ 絹に対するスルファトエチルスルホン型反応

分散染料の染着

スルファトエチルスルホン型反応分散染料Aで絹

を染色したときの,染浴 pHの影響を調べた結果を

Fig.1に示した。 吸尽量は PH 8で最も多く, そ

れより pHが高くても低くても吸尽量は少なくな

る。同様に,固着量も pH 8位で最も多い。これを

水溶性基を有するスルファトエチルスルホン型反応

染料 C.I.React市 e Blue 19の絹に対する染色性

(Dohmyo′′α′,1985)と 比較すると,反応分散染
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料では低 pHでの吸尽量が少ない。水溶性反応染料

は通常,反応しないあるいは反応量の少ない pH領

域においては酸性染料に類似の挙動 をする。 CI.
Reactive Blue 19の 場合,低 pH領域がそれに該

当するので吸尽量が多い。

次に,一定染料濃度 (0.002g/D,一定 pH(=め

で,温度変化させたときの,吸尽量と固着量を Fig.

2に示した。

高温はど吸尽量並びに固着量は多く,時間と共に

それらは増加し, 4時間後でもまだ増加傾向にある

ことがわかる。

染料濃度の影響を調べたのが Fig.3でぁり,吸

尽量並びに国着量は染料濃度 (染浴の全染料濃度)

が高くなるにつれて, しだいに増加している。また,

吸尽量に対する固着量の割合が相当高いことがわか

る。

2.絹に対するモノクロルトリアジン型反応分散

染料の染着

モノクロルトリアジン型反応分散染料Bで絹を染

色したときの,染浴 pHの影響を調べた結果をFig.

4に示した。吸尽量は強酸性では低く,弱酸～弱ア

ルカリ性で高い。一方,固着量は pH2 8で低く,

pH 10で かなり高い。これはトリアジン核の反応基

である塩素原子の反応性が弱いからであるが,pH 10

付近になると絹構成アミノ酸中のチロシンやセリン

のフェノール性水酸基,ア ルコール性水酸基が解離

:「   ・   T'"9.(,9uに |

Fig.2. Dyeing rate of.:dye A for

silk at pH 8.   )
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するため,染料との反応性が大となり,回着量が増

加したと考えられる。
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道明ら:反応分散染料による絹の染色

温度変化させたときの,吸尽量および固着量をFig.

5に示した。吸尽量並びに固着量は時間と共に増加

している。しかしながら, この染料はA染料に比べ

ると,固着量が少ないことがわかる。 pH 8におい

て行った同様な実験では,吸尽量は pH 6の 場合と

殆ど変わらなかったが,固着量はかなり多くなった。

染料濃度の影響を調べた結果を Fig.6に示した。

低濃度 (<1× 10~4m01/1)では,吸尽量および固着

量は直線的に増加するが,それより高濃度ではそれ

らは僅か増加するにすぎない。すなわち,高濃度に

1      2     3
丁ime(hOur)

Fig. 5.  Dyeing rate of dye B for

at pH 6.

Effect of the concentratiOn Of

dye B on the exhaustion and
the nxation for silk (pH 6, 90° C,

l hr).

しても反応量はそれ程増加しない。

3.絹に対するジクロルトリアジン型反応分散染

料の染着

絹に対するジクロルトリアジン型反応分散染料C
の吸尽量および固着量に及ぼす染浴 pHの影響を調

べた結果を Fig.7に示した。吸尽量は酸性側で高

く, 固着量は 中性～弱 アルカリ性で高くなってい

る。しかしながら,吸尽量の絶対量はA,B染料に

比べて著しく少ない。C染料の水に対する溶解度が

極めて小さいことが大きな要因である。

絹に対するC染料の染色速度を調べたのが Fig.8

であり, 2時間位で吸尽量並びに固着量はほぼ一定

値になる。

次に,染料濃度の影響を調べた結果を Fig.9に

示した。染料濃度の増加と共に,吸尽量および固着

量はしだいに増す。しかしながら,全染料濃度が約

8× 10 5 mo1/1の とき,C染料の吸尽量は A染料の

約 1/4,B染 料の約 1/6にすぎない。

4.洗櫂堅牢度

以上 3種の反応分散染料で,絹を pH 8,70° C,

1時間染色したときの,染色速度を Fig。 10に まと

めた。染料Aと Bの時間の経過による吸尽量の増加

pH

Effect of dyebath pH on the exhaus‐

tiOn and the nxation of dye C for

silk(50° C,l hr).
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Fig 10.Dyemg rate Of dye A, B and C for
Silk (pH 8,70° C, l hr).

Table 2.  Fastncss to wahSing

Dye 「endering Silk S,oin lon Sidin

A

B

C

4

3

4

4-5

3-4

4-5

5

2-3

4-5

びC染料で染色した絹布が洗潅に対して堅牢なこと

がわかる。 A染料も C染料も固着率 (固着量/吸尽

量)力 高`いからと考えられる。

以上, 3つのタイプの異なる反応分散染料の絹に

対する染色性を調べたが,反応分散染料の本に対す

る溶解度,絹に対する染色速度,固着量,固着率及

び染色物の洗濯堅年度など総合的に判断すると,ス

ルファトエチルスルホン型反応分散染料が絹の染色

には最も適していると考えられる。

文   献

DoHMYO,M, SHIMIZU,Y. and KlMuRA,M.

(1985): J. Seric. SCi. Jpn., 54, 181-185.

間 和夫 (1986):“最近の天然 。化学繊維の特化加

工と素材"講要,14
1NOЧ E,Y., KAMO,Y., Toco,M.,Hsu,Y.― C.,

KEUMI,T.and KITAJIMA,H,(1981):ChCmis_
try Letters, 1981, 1733-1736.

（
峯
一，
ぃ
ヽ
一９
Ｅ
Ｅ
Ｏ
■
）
こ
ｏ
〓
０
さ
Ｌ
．
ｃ
Ｏ
〓
∽
コ
９
二
Ｘ
Ш

■

覇

６
ヽ
９
´
ｂ

一
３

ｃ
Ｏ

一
Ｏ
Ｘ
一Ｌ

¨
Ｃ
Ｏ
ち

，
０
こ
ｘ
Ш

0・ 0-30た

1品。ぃ
"∞

Time{hour)

8. Dycing ratc of dye C for silk at

pH 8.
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Fig 9. Effect of the cOncentratio■ of dye C

on the exhaustion and the flXation

for silk 〈pH 8, 70° C, l hr).

はほぼ等しく,染料Cのそれは著しく小さい。固着

量は既述のように,染料Aが最も多い。これらの染

料で染色したllB布 の洗濯堅牢度を 」ISA 6号 に従っ

て,調べた結果が Table 2で ぁるが, A染料およ
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